
避難行動要支援者
避難支援制度について

【問合せ先】
保健福祉長寿局 健康福祉部
福祉総務課 地域福祉係
TEL:054-221-1366
FAX:054-221-1091
Mail:fukushisoumu@city.shizuoka.lg.jp
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避難行動要支援者避難支援制度とは

近年、全国各地で大規模な地震や風水害が発生しており、

犠牲者の多くは「避難行動要支援者」と呼ばれる高齢者

や障がい者の方々と言われています。
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避難行動要支援者避難支援制度について

大きな災害が発生した直後は、
行政の支援が間に合いません。

地域での支え合いが住民の命を救います。

-3-



避難行動要支援者避難支援制度について

「自助」・「共助」の体制づくりを進めるための取組

▼

避難行動要支援者避難支援制度

公助
警察・消防等

による救助・支援

共助
地域や近所の
人が助け合う

自助
自分・家族を
自分たちで守る
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避難行動要支援者避難支援制度について

避難行動要支援者避難支援制度とは・・・

申請書
提出

名簿等
提供

①避難行動要支援者

自力で避難すること
が難しい方

（高齢者や障がい者）

②市役所

避難行動要支援者
名簿の作成

③民生委員・
自主防災会

日常の見守りや
災害時の安否確認

に活用
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名簿とはどんなもの？
名簿とは

記載されている情報
・氏名
・住所
・性別
・日常生活での不自由や
介助の有無

・ハザード情報 等

※年１回更新した物を配布-6-



名簿とはどんなもの？
台帳とは

※新規登録時、内容更新時のみ配布

名簿 一覧表
台帳 個票

記載されている情報
・氏名
・住所
・性別
・生年月日
・電話番号
・家族構成
・緊急時の家族の連絡先
・その他
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名簿とはどんなもの？
名簿に掲載される人は？

次の①から⑧までのいずれかに該当する方 かつ

災害時に他者の手助けがなければ避難できない「在宅の方」

① 65歳以上の高齢者のみの世帯又はひとり暮らしの高齢者
②要介護認定を受けている者
③身体障害者手帳の交付を受けている者
④療育手帳の交付を受けている者
⑤精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者
⑥特定疾患の医療費助成認定を受けている難病患者
⑦乳幼児が３人以上いる世帯の世帯主
⑧その他支援が必要な者
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名簿とはどんなもの？
全体像

市役所

自主防災組織（自治会・町内会）、民生委員など

①案内を送付、
窓口での案内

③要支援者の
名簿等の提供④日頃から

の交流
⑤災害時の
避難支援

支援を希望される方
（避難行動要支援者）

②登録申請書の提出

地域コミュニティ
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活用の仕方は？

災害時は、ご自身やご家族の安全確保を最優先して
ください。

その上で、要支援者の支援を可能な範囲で行ってく
ださい。

支援を行う責任や義務を負うものではありません。

重要 この制度は、災害時の支援を保証するものではありません
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活用の仕方は？
活用例 平常時

②避難支援策の検討
・訪問内容を踏まえ、災害時の避難支援策を決めておく。
・名簿掲載者の居所を防災地図に落とし込む。
・地域の中で名簿掲載者を支援できる人を見つける。

①訪問・声かけ
・名簿掲載者に対して電話・訪問などを行い、顔合わせを行う。
・記載されていない情報を名簿や台帳に追記する。
・防災訓練への参加を呼び掛ける。

③防災訓練の実施
・名簿掲載者の避難支援訓練を行う。

▼

▼
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活用の仕方は？
活用例 災害時

③避難支援
・避難所などの安全な場所まで移動の支援をする。
・避難場所において名簿掲載者の避難実施を確認する。

②安否確認
・自宅の訪問や電話により安否
を確認する。

・声掛けにより安全な場所への
避難を促す。

②情報の伝達
・行政の発信する避難情報を
お知らせする。

①安全確保
・ご自身やご家族の安全を確保する。

▼

▼
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活用の仕方は？

避難行動要支援者の状態は日々変化します。

▼

●自主防災会と民生委員で定期的に情報交換の場
を設け、台帳の内容を更新する。

●役割分担を確認しておく。

自主防災会と民生委員の連携
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要支援者の訪問
民生委員が要支援者宅を訪問し、新しく得た情報は名簿や台帳に追記する。

活用の仕方は？

活用事例

独自名簿の作成
自治会、民生委員がそれぞれ要支援者宅を訪問し、アンケート調査を実施。
調査結果を基に、自治会独自の名簿を作成し、防災訓練での安否確認等に活用。
市から提供された名簿を基に、要支援者を必要とする支援のレベル別に３つ
に分けた独自の名簿を作成し、自主防災組織の組長に共有している。
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活用の仕方は？

防災訓練での活用
地域防災訓練において、自主防災組織の組長が要支援者宅を訪問し、
安否確認を実施。安全が確認出来た後、玄関前に黄色いタオルを掲げ、
被災状況を報告する。

活用事例

要支援者マップの作成
民生委員が毎年、高齢者実態調査と併せて要支援者を訪問している。その後、

一人暮らしの高齢者、高齢者のみ世帯、身体障害者、要支援者に色分けした地図を
作成し、日頃の見守り活動に活用している。作成した地図は自治会にも共有している。

個別計画作成(R8より実施予定）
民生委員、自治会長等が話し合い、要支援者一人ひとりの必要な支援等をまとめ

た個別計画を作成し、両者で共通認識をもてるようにする。
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名簿の取扱いについて
名簿の共有

名簿等の情報の共有
①自主防災会の役員
②民生委員・児童委員
③名簿掲載者本人とその避難支援者（本人の内容のみ）

次の場合に限り必要最小限度の範囲でコピーすることが認められます
①自主防災会の役員間等で情報を共有する必要がある場合
（名簿掲載者の安否確認や避難支援者を地域で決めるためなど）
②名簿掲載者の合意を得た上で、
地域の組・班や近隣住民等を避難支援者とする場合
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名簿の取扱いについて
管理・引継ぎ

要支援者の支援以外の目的に使用することが無いよう、
取り扱いに十分注意してください。

台帳は他人の目につかない場所に保管してください。

会長、委員の交代があった場合は、
必ず名簿・台帳を次の方に引継ぎしてください。

取扱い上の注意点
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個別避難計画とは？

個別避難計画について
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H25 名簿の作成が義務化
⇒災害時の要支援者の被害は多かった

R3 個別避難計画作成が努力義務化

優先度の高い要支援者の計画を概ね5年以内を目安に作成

個別避難計画とは？
経緯
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個別避難計画とは・・・

避難行動要支援者について、
誰が支援するか、どこに避難するか、

どのような配慮が必要か

一人ひとりの状況に併せてあらかじめ計画して記載したもの

個別避難計画とは？
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個別避難計画に必ず記載しなければいけない項目

要支援者の情報
（氏名、生年月日、性別、住所又は居所、電話番号その他連絡先、避難支援等を
必要とする事由）

避難支援者の情報
（氏名、住所又は居所、電話番号その他連絡先）

避難場所及び避難経路

個別避難計画とは？
記載事項
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個別避難計画とは？
みほん

みほん（裏）みほん（表）
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お気軽にご相談ください。
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【問合せ先】
保健福祉長寿局 健康福祉部
福祉総務課 地域福祉係
TEL:054-221-1366


